
【
連
歌
と
は
】
和
歌
か
ら
俳
諧
へ
移
る
過
渡
期
に
生
ま
れ
た
文
学
で
、上
句
（
五
・

七
・
五
）
と
下
句
（
七
・
七
）
を
交
互
に
数
人
で
よ
み
続
け
る
。
今
日
の
俳

句
は
連
歌
の
発
句
が
独
立
し
た
も
の
。

宗
祇
の
前
半
生
つ
い
て
は
謎
が
多
く
、
そ
の
出
生
地
に
つ
い

て
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
候
補
地
の
一
つ
が
有
田
川
町

下
津
野
で
す
。
そ
の
伝
承
地
が
和
歌
山
県
指
定
史
跡
と
な
っ
て

い
る
宗
祇
法
師
屋
敷
跡
で
す
。
屋
敷
地
は
平
成
14
年
（
２
０
０
２

年
）
の
宗
祇
法
師
没
後
５
０
０
年
祭
を
機
に
整
備
さ
れ
、
現
在

地
元
の
一
ツ
松
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
っ
て
清
掃
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
地
に
は
宗
祇
の
産
湯
の
井
戸
と
伝
え
ら

れ
る
古
井
戸
や
歌
碑
、
記
念
碑
の
他
に
室
町
時
代
の
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
か
つ
て
屋
敷
跡
の
南
側
に

存
在
し
た
と
さ
れ
る
勝
福
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
も
の
を
移
し
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

宗そ
う

祇ぎ

法
師
屋
敷
跡
（
下
津
野
地
区
） そ
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２
０
２
１
年
は
、
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
宗
祇
が
生
誕
し

て
６
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
宗
祇
（
１
４
２
１
～

１
５
０
２
）
は
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
連れ
ん

歌が

師
で
、
和
歌
の
西さ
い

行ぎ
ょ
うや
俳
諧
の
松
尾
芭ば

蕉し
ょ
うと
と
も
に
日
本
三
代
漂
泊
詩
人
と
し
て
知

ら
れ
る
人
物
で
す
。

宗
祇
は
幼
く
し
て
仏
門
に
入
り
、
京
都
を
拠
点
に
30
歳
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
連
歌
を
志
し
て
宗そ
う

砌ぜ
い

に
学
び
ま
す
。
ま
た
和
歌
や
古
典
、

茶
道
や
香
道
に
つ
い
て
も
高
い
教
養
を
持
ち
、
将
軍
や
朝
廷
に
連

歌
の
指
導
や
古
典
の
講
義
を
行
う
中
で
、
時
の
将
軍
足
利
義よ
し

尚ひ
さ

か

ら
は
「
連
歌
奉
行
」
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
宗そ
う

匠し
ょ
う（

連
歌
な
ど
の

師
匠
）
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
、
大
名
が
各
地
に
割
拠
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
諸
大
名
の
招
き
に
応
じ
て
日
本
各
地
を
旅
し
、
連
歌
を
地
方

に
広
め
な
が
ら
指
導
に
つ
と
め
、
連
歌
の
最
も
盛
ん
な
時
代
を
築

き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
連
歌
は
廃
れ
て
い
き
ま
す
が
、

俳
諧
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特
に
松
尾
芭
蕉
が
最
も
尊
敬
し

て
い
た
詩
人
の
一
人
で
し
た
。
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